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カリフォルニア州福祉改革の政策評価
―人的資源開発モデルvs労働力拘束モデル？―
日本学術振興会特別研究員PD（立命館大学）小林　勇人
	表2　カリフォルニア州の福祉改革の略年表
	

	年
	連邦政府
	カリフォルニア州
	リバーサイド・カウンティ

	
	
	
	

	1967
	WIN設立
	
	

	1968
	WINの実施
	
	

	1971
	
	1971年福祉改革法
	

	1971-74
	
	初期ワークフェア（CWEP）の実施
	

	1981
	1981年OBRA　　　　　　　　　→WINデモンストレーション
	
	

	1982-87
	
	カウンティ・レベルでの実験的なワークフェアの実施（サンディエゴ・カウンティの求職・労働経験プログラム）
	

	1985
	
	12月にGAIN I を創設する法成立
	

	1986-89
	
	GAIN I のの10カウンティへの導入
	

	1987
	
	
	12月からGAIN I の実施

	1988
	1988年FSA（10月に成立）　　　　　　　　　→JOBSプログラム
	
	

	1989
	
	7月から幾つかのカウンティでGAIN II の実施
	GAIN II の実施

	1991
	
	全58カウンティでGAIN II の実施
	

	1991-93
	
	AFDCを受給する3人家族の給付金の15％削減
	

	1993
	
	AFDCを受給する3人家族の給付金の2.7％削減
	

	1994
	
	AFDCを受給する3人家族の給付金の2.3％削減の立法化
	

	
	
	MDRCの報告書など
	

	1996
	PRWORA　　　　　　　　　　　　→TANF
	
	

	1997
	
	ウェルフェア・トゥー・ワーク法
	

	1998
	
	CalWORKsの実施
	

	
	
	幾つかのカウンティでGAIN III の実施
	GAIN III の実施


